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中丹教育局管内 (p3 8～ 51 )

O中 ブ
｀
J養護学校教育支援センター

O坪 鶴養護学校特別支援教育

~、
トー タルサボーートセンター

中丹教

乙訂教育局管内 (p4～ 11)

● 占〕日が丘養誰学校巡|口1相談チーム

向日が丘養護

-3-



円後教育局管内

1 教 育局と董護学校の連

(1)|よ じめに

丹後教育局 と与謝の海養護学校の担 当者がゼ、要に応 じて随時打合せ を行い、緊密に連携 を取

りなが ら各事業を実施

(2)特 別支援連携協議会の開催状況

ア 平 成 18年8月21日に第 2回 丼後教育局管内特別支援連携協議会を与謝の海養護学校 を会

場に開催

イ 教 育、福祉、労働 、医療、保健の関係者 35名 の参加

ウ 各 分野″)取組りt況を報告 ・交流 し、お互いの現状の共通理解を促進

工 来 年度は分野別の連携協議会を計画 し、地域での具体的な連携の在 り方、支援 ネッ ト

ワー クの構築を進めていくことを検討

※ 例 :医 療 ・教育分野～乳幼児検診か ら就学 までの継続 した支援  「 個別の支援計画

の活用、労働 ・福祉分野～卒業後の就労支援  「 移行支援計画Jの 活用

(3)巡 回相談の実施状況

ア 巡 回相談の活性化の手立て

(7)教 育局か ら 「巡回教育相談の流れ と中込み手順について」の リー フ レン トを各教育委

員会、幼稚園、小中学校に配布 し、周知を図ったことで、昨年度以 Lに 神談件数が増

力ll

イ 相 談の状況

(7)障 害理解についての研修支援 (講師の派遣)を 行 つた校園か ら巡回梅談や 来校神談の

依頼があ り、具体的な支援に繋がるな ど、特徴的な相談 ケー スの増加|(保育同、高等字

校等か ら)

(イ)今 年度は与謝の海童護学校の教育相談チームと地域巡回相談チーム (通級指導教主担

当者)が 共同 して巡回教育相談を実施

(ウ)巡 回先の各校園の状況を踏まえなが らよ り適切なア ドバイス と通級指導教生の担 当者

が 日常的に継続 した支i麦を行える方向で実施

ウ 来 年度の巡回相談の方向性

(7)保 健所 との連携 を5a化 し、地域巡同相談チームヘ保健師の参画を要請 し、就学前の教

育相談の充実を構想

(イ)高 等学校 との連携 を更に強化 し教育相談の充実を構想

(4)支 援地l或内での事業実施状況

ア 地 域開放講座

(7)「 地域を結ぶ公開研究会Jを 8月 25日 に 与謝野町の知遊館で開催

(イ)「 今後の特別 支援教育」 「地域連携の現状 と課題」のキR告 と、有賀や よい先生の講漠

「LD、 A D  H I D等軽度発達障害の理解 と支援」を内容 として実施

(ウ)教 育関係者のみな らず福祉 ・保健関係者 t)含め 20 6名 の参加があ り、好評

イ 巡 回相談員のスキルア ッブ研修(※詳細は別紙 )

(予
″
)来 年度は各学期に研修会を予定 しスキルア ッブを図ると共にその内 1回 は各校の コー
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デ ィネー ター等を含む拡大 した研修会 とし校内委員会の機能充実 t)図る予定

(5)平 成 19年 度以降の予定

ア 保 健所 との連携 を5aめ枕学前の幼児への相談活動を充実 し、早期か らの継続 した支援に

つなげていく 予定

イ 通 級指導教室 との連携 を密に し、巡回教育相談を 日常的な継続 した支援につなげてい く

予定

2 巡 回相談 ・専門家チームによる支援の校内での活用

( 1 )巡 回相談による支援の活用炉」

ア 継 続 した巡同相談の活用例

(7)年 度の 早い段階の巡回樽談活用による助言を踏 まえた指導 と
一定期間を経ての再度の

巡回下H談活用による指導の検証

(イ)校 内での定期的な巡回相談の計画による継続相談

イ 中 学校での多様な相談員による巡回相談の活用例

(T)地 域の通級担 当 (千目談員)、中学校通級担 当 (1目談員)、養護学校相談員による多面的な支

援への助言

ウ 保 小連携による巡回相談活用例

(7)入 学前の保育園 と小学校 との連携 会議での実態把握 を踏まえた入学の早い段階での巡

回十H談の活用

工 通 級指導担 ちとの連携による巡回相談活用例

(7)他 校通級での指導の内容を事前の相談資料 として活用 した巡回相談での助言

(2)専 門家チームによる支援の活用伊」

ア 管 内巡回相談を踏 まえての専門家チーム活用例

(予
ア
)巡 凹相談後の指導や支援によつて新たに明 らかになった課題の指導助言を活用

・ より具体的な支援の手立てを校内で作成 し、指導

(イ)専 門家チームでの検討 を基に再び巡回相談チームヘつな ぐとい う継続的な活用

イ 管 内巡回相談 と専門家チームヘの相談を振 り分けての活用例

(7)校 内での支援の状況等を踏 まえ、個に応 じて活用を分けて相談 し、指導助言を校内支援

の修正に活用

ウ 非 常勤講師配置校の活用例

(7)加 配の動きを含む指導や支援についての指導助言を活用

・ 個 別の指導計臣子の指導助言を踏 まえた修正

・ 指導上の配慮 事項の全教職員での共通理解

工 専 門家チーム とケー スカンファレンスの組み合わせによる活用例

(7)専 門家チームでの指導助言に加えて巡回相談員によるケー ス検討での指導助言 も合わ

せて校内の支援に活用

(3)管 内巡回相談の当日の基本的な流れと相談結果報告書の内容

ア 巡回相談の流れ

(7)相 談員 と当該校のコーデ ィネー ターの打ち合わせ (約 20分 間)

・ 事前に送付 した相談票、アセ スメン ト票を持参
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⑤ コーディネーター iケースの説明 ◎ 相談員 i主訴の整FIPと参観の視点の整理

(イ)授 業参観 (45～50分 問)

。 できればヽ訴の状況がよくでている1受業の参観

(ウ)相 談真の打 ',合わせ (約 20分 問)

。 相談の祝点の整理、指導仮説の整理

(工)相 談 (約 1時 間)

。 進行は当該校の校内委員会 (コーデ ィネー ター)が 担 肖

・ 榊談 tわ例 :最 近の様 子 (担任等)→ 柏談員か ら→質疑応答

・ 保護者の希望がある場合は保護者との相談 t)計画

・ 榊談員は指導仮記につたがるヒン トの紹介

◎ 後 日校内委員会で懇談内容を整理 し、具体的な指導仮説をたて実践

イ 相談結果のキR告

(,′)与 謝の海養護学校 より、
H4該
校に相談結果幸R告書を送付

・ 巡回相談員による検討を経て作成

(イ)相 談結果報告書の概要

0対 象児童生徒(学校名、宇年文は年齢、氏名)0巡 同教育fH談[1時(〇時から▲時まで)

3+訴  0参 観時の様子 0相 談～最近の様 r(学校、家庭、医療竿)0ア ドバイス等

(4)今 後の巡回相談等の活用の課題

ア より積析的な活用を進める Lで の担当側の課題

(T)個 別の指導計い子の作成支援など具体的な各校園の体制推進状況に応 じた対応 と具体的

な手立て等の指導助言

(イ)巡 f●1後の継続相談へつなげる動 きの確 立

(ウ)イけF修会等での積極的な啓奄

イ 積極的な活用のための学校体制 上の課題

(ラ
ア
)適 切な対応のための継続 した支援への,ま識 (個別の指導計画作成による指導の充実)

(イ)校 内研修等による1』々 の教職員の活用への意識

3 校内委員会と特別支援教育コーディネーターの機能充

十 ① 体制整備状況の3年間の推移 (小中学校 )

‐―H 1 6 +

|::i::二‖1子|
ア 実態把据の実施が依然やや低い傾向だが、体制の 1専「嫁チーム活用イ

監備は完 」
″                 |

滋態把握実施

コーディネーター

(打)体 制整備の状況及び個別の指導計画作成等による

支援の状況

ウ

|□51の指導計画を作成す る学校は増カロしているが、

個別の教育支援計画作成につなが らない現状

外部関係機関等を活用 して支援 を してい く意識の

SSさ

工 ↓|]学校での特号1支援教育の視点での実態把握の

促進 (生徒指導 と関連 した啓花等の工夫)が必要

l   ②  本
年度校 種 別体 制 推進 整備 状 況

0 0 0 0 ■

lll回相談活用 ■
~

個別の教育支援計占、
|

作 成

ァθθち 位 置付け

――――=個
別の指導計画作成

*  i 宮ツ),判tl十二Iろ lll'jl うす旨i与:1 向i ll打立|キずヽ十Ⅲ合|二つt

i夕l i犯杖iキちヽいない とIⅢⅢ本 した十 i t  lゥ合ド)十二枚;

校   実  タ コ  個   個  巡   専

昏  雷 :1 儀旨 啓旨 骨 渇号
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オ 小学校では該当児主を把握 している学校

の 9害1以 Lが 1胡別の指導計画を作成 して

指導

中学校では特別な支援が必要 とす巴握 しつ

つ も個別の指導計lBl作成による指導につ

なが らない傾向

幼稚周においては実態f巴握を含めた体制

③  校 種別該当児童等把握状況と個別の指導計画作成状況

幼稚園地日い(毬》
中学校圏1田|―

小学校
            →

キ

0    2 0    4 0    6 0 校

i百ジ≧克盲玉寵吾なここあ琶h菫在花尋花調

整備 を早急に進めてい く必要

ク 校内コーデ ィネー ターの分掌等の特性 を生か した校内委

員会の活性化の1兄点が必要

ヨ コーデ ィネー ター講圧修 r者 の校内委員会等でのよ り積

極的な7舌用が必要

(2)巡 回相談員のスキルア ップのための研修

ア 相 談員の構成 と役官|

(7 )合 併前の ]市 10町 の地域に各 1名 ずつの通級指導担 当教員 と中学校通級指導担 当教員

を巡回榊敲其 として委嘱 し、 !チ謝の海養護学校の巡回神談員等 と共同 して実施

・ 各地fPkの特別支援教育の リー ダー としての役告1を期待

イ 第 1回 研修会内容

(ア)概 要説明 (特別支援教育課指導 i手 、教育局担 当指導 主事、養護学校担 当部 i事 )

・ 本年度の府の特別支援教育体制推進 事業竿について

(イ)事 例検討

・ 本年度の巡臣1神談 事例及び専lll l家チーム会議事例の検討

(ウ)フ古兄交流

・ 交流テーマ 「今後の,巡回相談のあ り方 と特別支援教育の充実についてJ

ウ 第 21可研修会内容 (予定)

(予
′
)研 究協議 (り,巧1)

・ 巡回榊談員に必要な知識 ・技有とについて一演習形式で一

(イ)研 究協議 (全体)

・ 特別な配慮を要す る児童仕徒への支援の充実ために巡回相談の担 う役害」

一課題を明 らかに し、その 花日11のために巡回相談等で何ができるかを共通理解す る一

( 3 )コ ーディネーター講座1シ了者のスキルアッブ研修

ア 研 修内容

(7)事 前の指導の経過等の言た明

(イ)配 慮を要する児竜の在籍する学級の授業参幼

(ウ)実 践発表及び研究協議

(■)指 導助言

4 特 局」支援教育充実事業の非常勤講師を活用 した校内体制充

(つ  小 学校における活用例

ア 障 害児学級がな く、通級指導担 肖 t)白校にいない学校での活用例

④コ
~赫
雪呂覇奮
掌と

~DD~



( 7 )非 常勤講師の動き

。 校内委員会に も時間を調整 して1出席

・ 週 案を利用 した行 日の行動等の記録 と、月ごとにまとめて担任 との打合せや校内委員

会の資料 として活用

・ 個別し
')指
導に加えて、担任 との TTに よる指導 も実施 (状況等に応 じて、担任が|□

別に関わ り、加配が Tlと して指導)

(イ)専 門性 を持つ教員の活用状況及び校内委員会の動 き

・ 毎週 1回 コーデ ィネー ター と担任、非常勤講師、生指担 当、校長か教頭が入 つて校

内委員会を実施

・ 校内委員会等でσ)検討内容を踏 まえて、月 1回 (第 3水 )、研修 として配慮を要する

児童の状況 と指導について交流を実施

・ 教育相談部会 (管理職、低 。中 ・高担 当、該当学級担任)で も並行 して検討

イ 障 害児学級のある学校での活用例

(7)非 常勤講師の動き

, 月 曜 日に校内委員会を毎週開催 、非常勤講師 も入つて、先週 1週 間の状況等の把握

と今週の指導の方向性や手立て等を確認

・ 支援の中フとヽとなる児童は、個別指導を嫌 うので、算数等を中心に TTと い う形で時

間を調整 しなが ら可能な範囲で指導に参加

,医 療機関への相談のための後補充 として も活用

(イ)専 門性 を持つ教員の活用状況及び校内委員会の動き

。 枚長、コーデ ィネー ター と低 ・中 ・高学年σD代表の担に、非常勤講師で会議を持 ち、

検討内容を職員会議や校内研1ケ等で モ)交流 し合 うことで、全教職員で
一致 したallきが

できる体制を構築

・ 就 学指導委員会か らの報告等で入学する児童の様子を、入学前か ら参親等で実態把

握 し、支援について校内委員会を中フとヽに検討

・ 管内巡凹教育相談の活用による、f旨導の手だての再検討

・ コーデ ィネー ター誘度の修 F者 である学級担任 をヨーデ ィネー ターに指名 し、担任

とい う立場で該当児童の在籍す る担任にも意欲的に指導助言等の支援 を実施

ウ 障 害児学級があ り、通級指導担当も自校にいる学校での活用例

(7)非 常勤講師の動 き

・ 支援が必要 と考える児童に しつか りと対応はす るけれ ども、少数の困難な児童だけヘ

の対応にな らないよ う、校長か らの指導を うけなが ら活動

・ 1学 期当初、昨年度か ら配慮を要す る児童 として支援 している児童を中″とヽに、管理職

と 一緒に全学級の実態把握 を再度実施、そ して特に特別な支援が必要な児童を絞 り込

み学級で TT的 な動 きを しなが ら支援

・ 週突 とい う形でな く、毎 日の振 り返 り記録 を週案代わ りに提 出させ、管理職が 目を通

tン、1週 間の見えない部分の動 きを把握

・ 基 本は TT的 に入 り指導、集団での指導が入 りにくいときには ソー シャル スキル等

を (通級指導担 当で特別支援教育部長の指導をセ)らいなが ら)個 別に指導す るとい う

体制
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・ 校長か ら、校内委員会を通 じて非常勤講師 と担任の役割の明確化を図 り、加配任せ に

な らない支援 を確認

(イ)専 門性 を持つ教員の活用状 ,児及び校内委員会の動き

・ 技内ヴ)コーデ ィネー ターを 2人 制 とし連絡調整的な役官イを教務 主任に、内容面での中

心を通級指導担 当として推進

・ 教育相談部会に校内委員会的役害1を持たせ、隔週で開催 し、各担 当がその間把握 して

きたルt況等の記録 を持ち寄 り、実施

'2名 の通級担 当の うち、1名 は 末年度か ら担 当 しているので、校内での他の 1名 か ら

学ぶ研修 と、校外での研修を積極的に組み合わせ、専門性の向上に努力

(2)中 学校における活用lS」

ア 非 常勤講師の 日々の記録による状況把握の活用例

(予
ア
)1日 の記録をまとめ、校長 t)毎日目を通 しりt】)と把握、支援への指導助言

イ 非 常勤 i浄師 も含めた校内委員会等の活用例

(7)コ ーデ ィネー ター、養護教諭、非常勤講師、生徒指導担 当を中心に化徒指導の問題 も合

わせた配慮を要する生徒への対応

(イ)管 理職 t)積極的に該 当生徒に面談 とい う形を とつて ソーシャル スキル等 u71トレーニン

グを実施 し、そ こでの様 子も記録

5 中 学校通級指導教室 (LD・ ADttD等 )の 設置と運用

( 1 )通 級指導致室での指導形態及び指導内容

ア グ ルーフ指導

(7)対 人関係が結びにくい生徒に対 して、小集団で、放課後の教科の補充指卓を中心に し

なが ら、社会的な能力に関する指導 も合わせて実施

・ 数学や英語の基礎的な内容を学習内容 としなが ら、 人間関係づ くり (安心 して 自分

の思いや気持 ちを伝える、人とのかかわ り方や コミュニ ケー シ ョンの とり方、集同

のルール埋解、場面や状況に応 じた行動のコン トロール)の 指導 セ)合わせ行 つてい

る.

イ 個 別指導

(ア)不 登校傾向の生徒への個5!指導

・ 情緒の安定を図るために、心理的な不適応の改善のための教育柏談の形態をとつた

指導を実施

(イ)部 活動時等の個別指導

・ 活 動の場面を活用 した ソーシャルスキル等の指導を実施

(ウ)教 育相談を活用 した授業時FHD内での個別指導

・ 保護者、該 肖生徒 との発達検査等の結果を踏 まえた教育相談によつて、指導へのF里

解が深ま り、授 業時間内での特性 に応 じた個別の指導を準備 中

ウ 他 校通級による指導

(7ア)他 校への巡回相談による指導は実施、他校か らの通級による指導は未実施
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)連 携による指導の充実

ア 校 内での連携

(予
′
)障 害児学級担任 との連携

・ 日常の指導の交流

・ 通級担
どちが指導方法の改洋等の 目的で障害児学級に T.T .として入 り、専1明性 を高

材)るため″)機会を定期的に設定

・ 放 課後等の グルーブ指導について障害児学級担任 も計画、実施に協力

(イ)生 徒指導担 Jl、教育相談等 との連携

・連携 としてはまだ不 卜分であるが、来年度以降の重要な祝点 として組織体制の見直

しを検討中

イ 小 中連携及び関係機関等 との連携

('′)校 区の小学校通級指導教室 との積極的な連携

・ 小中連絡会における授 業み飢や児童r七徒の状況交流

・ 教育相談における事前の1ドテ報提供及び助言 (小学校時の様 子や 支援の仕 方)

・ 奄i主検査 と校査後げ)生徒及び保護 者への説明の助 言及び交流

・ 校内研修への協力 (6年 児 改の実態 と支援について)

・ 小中担 ド崎者合同の保護者 上の教育IH談 (6年 児童にかかわつて)

(イ)養 護学校jtt  l l l R相談貝及び各校の コーデ ィネー ター とσD連携

・ 管内相談虫 として、養護学校の相談員 とチームを組んで近隣の中学校を中心に'こ

戸1相談に参lll lし、各校コーデ ィネー ターや養護学校榊談員 との連携の機 会が増加

・ 先 iヒ的な笑歳を進める中学校ブ)コーデ ィネー ター との情報交換 を密に し、自校の

取組に活用

(ウ)担 当許の積杓モ的な石)F修公祥への参加|に去る専11胃性の向上

・ 専li可家チーム会議の積極的な傍聴

6 保 育園 ・幼稚園での実

(1) 幼稚園の特別支援教育体制整備の状況

ア 幼稚園への特号|1支援教育の推進に関する啓花の

必要性 (研修σ)機会等ブ)設定)

イ 来年度の法改正を踏 まえたコーデ ィネー ターを含

めた体怜‖整備が急務

保幼 」ヽ連携研修会での啓発

ア 第 l F l研修会 (対象:管内公 立幼稚園教職 貝及び

1来f寄+モ、 /J どヽ十1交1氏を手 二々十,1+モ)

(う
ア
)課 題梶起に特 511支援教育の視点

(2)

・ 保りj小の連携の重要な祝点 としての特別支援教育の充実を強調

(イ)分 散会の交流の 1視 点 として設定

・幼 ・保側か らの感想例一九1いの実態がよく分かつた.今 いろいろ言われている ADH D

の傾向の 子な ど、特別な配慮を要する F‐への対応など具体的に聞かせてほ しい.

・ 小学校側か らの感想例…特別支援教育の推進 (早期奄兄 支援 )を 進める上で、保幼

(2

管内幼稚園の体制整備状況

1    検 内委員会設置

1     実 態把握実施

iコーディネーター位置付け

個別の指導計画作成

個別の教育支援計画作成

巡回相談活用

専門家チーム活用
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での LD・AD H D傾 向の了、 3歳 児検診で発達の遅れが見られ る子な どについての情

報を入学前に得たい。

イ 第 2回 研修会 (対象:丹後教育局管内の公立幼稚園教職員及び保育士、小学校教諭 )

(7 )課 題提起に特別支援教育の視点

・ 幼保小の連携の重要な視点 としての特別支援教育の充実を強調

(イ)先 進的な取組 を行つている幼稚園か らの実践報告

・ 個別の指導計画作成による個に応 じた指導

・ 専1明家チ
ーム会議を活用 した指卓の評価 と改善

・ 積版的な小学校への連携の働 きかけ

(ウ)特 別支援教育にかかわる講演 (大阪府 立大学  里 見恵 子助教授 )

。 演題 「幼か ら小へ、真の連携 を十すめるには」

～障害のある子どもと保護者への支援を切 り口とした小学校への円滑な連携～

講演内容のポイン ト

・支援の対象は、子 どもだけでなく保護者 も対象 として とらえ進 めてい く必要

|・幼稚園、保育所に も特別支援の発想 と援助の視点が重要

|・幼稚園、保育所でできる支援の実際 (具体的な支援の手立てについて)

|・ 小学校 との特別支援教育の視点での連携 (具体的な連携の方法について)

|・ 入学への支援 (入学前か ら始まる支援の具体例や考え方について)

7 市 町村独自のシステム、療育施設 ・保健福祉部届との連携の実践

( 1 )保 健福祉部局との連携

ア 本 年度の連携

(7)特 別支援連携協議会での情報交換

(イ)連 携 についての 合同会議での互いの事業の状況等の交流 と連携の方法の協議

(ウ)管 内母 子保健事業担 当者会議での説明

・ 同 及び府の特別支援教育に係 る動きと幼小中等での特別支援教育の状況についての

説明

・ 管内の巡回相談を中心 とした特別支援教育体制推進事業についての説明

・ 今後の巡回相談等での連携についての協議

イ 今 後の連携の方向性

(7)合 同の研修会の開催

(イ)保 健師の巡回相談員委嘱による幅広いニーズに対応 した巡回相談

8 保 護者や地域社会の理解 ・啓発など

( 1 )養 護学校から巡回相談示」用についてのチランの配布

(2)本 年度の地1或開放講座でのアンケー ト及び状況を踏まえて、来年度の教育関係者向けと保

護者向けの 2回 の開放講座実施を検討中
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コ ラ ム 特別支援学校のセンター的機能

府立養護学校 7校 では、地域び)特月IJ支援教育のセンター的役割を果たすため、養護

学校 ・地域牛連携事業等により、教育局と連携 して相談事業や研修支援等に取 り組ん

でいます.平 成 19年 度からは青学校 ・聾学校 ・城陽養護学校も加わり、特別支援学校 ・

地域等連携推進事業を実施 し、よリー層地域のセンター的機能の充実を図 ります=

o京 都府立菖学校       ○ 京都府立聾学校

早期教育相談、相談支援、

講師派遣、情報提供

関係機関等との連携 特別支援南部

連携協議会

特別支援北部 |

連携協議会 |

雲罫尾務畳雀誓曇楊医
都市アイリス教室
1雲歓喜捨萱櫓雅警ワ雰三

語障害センター

各地域支援センター

府教委 ・各地域教委 各 地域相談支援チーム 専 門家チーム

医療機関、発達支援センター、保健 ・労働各機関等

○京都府立城陽養護学校

医療 と連 携 した教 育

陽養護学校地域支援部 (仮称)

/‐
‐
重症フ己、身障害児の教育

/″ 慢 性疾患 ・肥満等の治療と学力向上

不登校、中学校卒業後の就学、就職等社会的

、
長

立へ卵 次 樺 障割 こ関す

早|二
/■

早期教育相談、相談支援、

講師派遣、情報提供

京都府立盲学校舞鶴分校相談支援チーム

京都府立盲学校相談支援チーム

ティンク
ヾ
等の聴覚に関わる相談

都府立聾学校黙

鍛ぬ喪競撃幾数着4B幾逢携協力襲i協力翻
―議京都病院|(小児科 療 育指導窒)城 陽養譲学校医

線薬幾壌簿害者生活支援をシタ■t″ヽ瀬エウ|■″尊■
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